
文
化
庁
は
、
政
府
の
一
省
一
局
削
減
方
針
を
法
制
化
し
た
ク
行
政
機
構
の
簡

素
化
等
の
た
め
の
総
理
府
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
ク
（
年

a四
琴
五

号
）
に
も
と
づ
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
文
化
局
と
文
化
財
保
護
委
員
会
と
を
一
体
化

し
て
、

さ
る
六
月
十
五
日
に
設
置
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
文
化
庁
発
足
の
契
機
と
な
っ
た
も
の
は
一
省
一
局
削
減
と
い
う

行
政
機
構
の
簡
素
化
措
置
で
は
あ
る
が
、
こ
の
方
針
を
受
け
た
文
部
省
の
態
度

方
針
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
に
消
振
的
に
受
け
止
め
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し

ろ
こ
の
機
会
に
従
来
か
ら
懸
案
だ
っ
た
文
化
行
政
の
一
体
化
を
積
梃
的
に
実
現

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
．

今
回
統
合
の
対
象
と
な
っ
た
文
化
局
は
、
昭
和
四
十
年
調
査
局
と
振
替
え
で

文
化
庁
設
置
の
意
義

文

化

庁

の

紹

介

一
3
 
8
 一

設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
設
慨
の
意
義
は
、
そ
れ
ま
で
社
会
教
育
局

と
調
査
局
と
で
分
担
し
て
い
た
文
化
に
関
す
る
行
政
を
一
体
化
し
行
政
能
率
の

向
上
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

今
回
の
文
化
庁
の
設
置
は
、
こ
の
文
化
局
設
置
の
趣
旨
を
い
っ
そ
う
発
展
さ

せ
て
、
文
化
局
所
掌
の
芸
術
文
化
行
政
と
、
文
化
財
保
護
委
員
会
所
掌
の
文
化

財
保
護
行
政
と
を
、
さ
ら
に
一
体
化
し
、
文
化
行
政
を
い
っ
そ
う
総
合
的
な
形

で
、
調
和
的
効
果
的
に
お
し
す
す
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
文
化
局
と
文
化
財
保
護
委
員
会
を
統
合
す
る
と
そ
の
察
務
蓋
は

膨
大
な
も
の
と
な
る
と
い
う
こ
と
と
、
か
つ
て
文
化
財
保
餞
行
政
が
独
立
の
行

政
機
関
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
も
考
慮
し
入
内
局
と
せ
ず
、
国
務

大
臣
を
長
官
と
し
な
い
庁
と
し
て
外
局
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

世
評
に
は
こ
の
姿
を
み
て
、

一
省
一
局
削
減
、
行
政
の
簡
索
化
と
い
う
見
地

石

J I l 

・ • ． 

郎 ．



＇̀. 

文
化
庁
は
、
文
部
省
設
置
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
文
蔀
省
に
与
え
ら
れ
て

い
る
諸
樅
寂
の
う
ち
、
文
化
ま
た
は
宗
教
に
か
か
る
も
の
、
お
よ
び
各
省
庁
の

外
屁
が
共
通
に
も
っ
て
い
る
人
家
管
理
等
の
内
部
的
な
菅
理
を
行
な
う
権
限
を

も
っ
て
い
る
。
そ
の
主
た
る
も
の
を
、
第
五
条
第
一
項
の
中
か
ら
嫡
記
ナ
る
と
、

0

文
化
の
振
興
に
関
し
、
調
査
し
、
及
び
企
画
す
る
こ
と
。
（
十
二
号
）

文
化
庁
の
権
限

か
ら
み
る
と
む
し
ろ
機
構
の
拡
充
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
す
ら
あ
る
ほ
ど
で

あ
る
が
、
局
長
ク
ラ
ス
の
一
名
減
員
と
い
う
こ
と
で
は
た
し
か
に
行
政
の
簡
素

化
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
批
評
が
あ
る
の
は
、
一
省

一
局
削
減
と
い

う
以
上
の
、
こ
の
際
文
化
行
政
を
い
っ
そ
う
一
元
的
に
推
進
す
る
よ
う
に
し
た

い
と
い
う
、
上
述
の
よ
う
な
積
板
的
意
図
が
文
部
省
に
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
が

文
化
庁
を
り
っ
ぱ
に
発
足
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

文
化
庁
の
任
務

こ
の
よ
う
な
趣
旨
で
で
き
た
文
化
庁
の
任
務
に
つ
い
て
は
、
文
部
省
設
置
法

第
二
十
九
条
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

ニ
文
化
庁
は
、
文
化
の
振
興
及
び
普
及
並
び
に
文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
を

図
る
と
と
も
に
、
宗
教
に
関
す
る
国
の
行
政
尊
務
を
行
な
う
こ
と
を
任
務
と
す

る
/
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
宗
教
に
関
す
る
国
の
行
政
事
務
と
は
、
こ
れ
ま
で
文
化
局
に
あ
っ
た

宗
教
関
係
事
務
、
す
な
わ
ち
、
宗
教
法
人
規
則
の
認
証
等
の
宗
教
法
人
法
の
所

管
お
よ
び
運
用
、
宗
教
に
関
す
る
情
報
資
料
の
収
集
、
提
供
、
宗
教
団
体
と
の

，
連
絡
等
の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
-

0

地
方
公
共
団
体
及
び
そ
の
機
関
の
行
う
文
化
及
び
宗
教
の
事
務
に
関
す

る
制
度
に
関
し
、
調
査
し
、
及
び
企
画
す
る
こ
と
。
(
+
三
号
）
＇

0

文
化
に
関
す
る
法
人
の
設
立
に
つ
き
認
可
を
行
う
こ
と
。
（
十
七
号
）

0

文
化
に
関
す
る
機
関
（
他
の
行
政
機
関
に
屈
す
る
も
の
を
除
く
）
に
対

し
そ
の
返
営
に
関
し
て
指
導
と
助
言
を
与
え
る
こ
と
。
（
十
八
号
）

0

地
方
公
共
団
体
及
び
教
育
委
員
会
、
都
道
府
県
知
寡
そ
の
他
の
地
方
公

共
団
体
の
様
関
に
対
し
、
文
化
及
び
宗
教
に
関
す
る
行
政
の
姐
織
及
び
運

営
に
つ
い
て
指
等
、
助
言
及
び
勧
告
を
与
え
る
こ
と
。
(
+
九
号
）

0

地
方
公
共
団
体
の
長
又
は
教
育
委
員
会
に
対
し
、
文
化
及
び
宗
教
の
事

務
の
管
瑳
及
び
執
行
が
法
令
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
著
し
く
姦
正
を
欠

＜
楊
合
に
お
い
て
、
そ
の
是
正
又
は
改
善
の
た
め
必
要
な
措
置
を
諮
ず
べ

き
こ
と
を
求
め
る
こ
と
。
（
十
九
号
の
二
）

0

文
化
に
関
す
る
専
門
的
、
技
術
的
な
資
料
を
作
成
し
、
及
び
刊
行
頒
布

す
る
こ
と
。
（
二
十
号
）

0

文
化
に
関
す
る
重
要
な
題
目
に
つ
い
て
、
会
議
、
研
究
会
、
討
論
会
そ

の
他
の
悩
し
を
主
他
す
る
こ
と
。
（
二
十
一
号
）

0

教
育
識
員
の
研
修
に
つ
い
て
遮
絡
し
、
及
び
援
助
す
る
こ
と
。
（
二
十
二

号
）

0

大
学
、
・
高
等
専
門
学
校
及
び
研
究
機
関
の
研
究
活
動
に
つ
い
て
連
絡

し
、
及
び
援
助
す
る
こ
と
。
（
二
十
三
号
）

〇
匡
内
に
お
け
る
敢
育
学
術
又
は
文
化
に
関
す
る
国
際
的
諸
活
勁
に
つ

い
て
遮
絡
認
整
す
る
こ
と
。
（
二
十
四
号
）

0

敦
育
環
呉
、
学
徒
、
研
究
者
、
著
作
家
、
芸
術
家
、
国
際
的
な
文
化
的

会
合
の
参
加
者
等
の
賭
外
国
、
こ
の
交
換
に
翡
’`)
、
条
約
そ
の
他
の
曰
壕
約
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束
に
従
い
、
国
際
的
取
決
め
を
交
渉
し
、
及
び
締
結
す
る
こ
と。

五
号
）

0

所
掌
事
務
に
係
る
賠
償
及
び
国
際
協
力
に
関
す
る
事
務
を
行
う
こ
と
。

（
二
十
五
号
の
二
）

．

0

教
育
、
学
術
又
は
文
化
に
関
す
る
国
際
会
議
の
政
府
代
表
の
候
補
者
を

選
考
し
、
関
係
行
政
機
関
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。
（
二
十
六
号
）

0

国
変
に
よ
る
在
外
研
究
員
及
び
内
地
研
究
員
を
選
考
し
て
、
こ
れ
を
任

命
し
、並
び
に
公
贅
又
は
私
費
に
よ
る
在
外
研
究
を
援
助
す
る
こ
と
。
（
ニ

十
七
号
）

0

所
掌
事
務
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
利
用
に
供
し
、

及
び
関
係
調
査
研
究
機
関
に
対
し
、
協
力
し
、
又
は
必
要
が
あ
る
場
合
に

調
査
研
究
を
委
託
す
る
こ
と
。
（
二
十
八
号
）

0

所
掌
事
務
に
関
す
る
統
計
調
査
の
資
料
及
び
結
果
を
収
集
し
、
解
釈

し
、
及
び
刊
行
頒
布
す
る
こ
と
。

（
二
十
九
号
）

．

0

宗
教
に
関
す
る
情
報
資
料
を
収
集
し
、
及
び
宗
教
団
体
と
連
絡
す
る
こ

と
。
（
三
十
号
）

0

教
育
委
員
会
、
都
道
府
県
知
事
そ
の
他
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
並
び

に
、
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
に
対
し
、
報
告
書
、
資
料
等
の
提
出
を
求

め
る
こ
と
。
（
三
十
一
号
）
．

こ
の
ほ
か
、
会
計
、
人
事
等
に
関
す
る
こ
と
や
、
法
残
手
に
基
づ
い
て
文
化
庁

に
属
せ
ら
れ
る
権
限
が
あ
る
が
、
酋
述
各
種
の
権
限
の
う
ち
、
次
に
か
か
げ
る

．
よ
う
な
一
部
の
も
の
は
、
そ
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
と
く
に
法
律
の
規
定
に

よ
り
文
部
大
臣
の
梅
限
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
と
も
な
う
事
務
処
理
に
は
文

化
庁
が
当
た
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

（
二
十

文
化
庁
の
組
織

文
化
財
保
賤
法
の
規
定
に
よ
る
重
要
文
化
財
等
の
指
定
等
お
よ
び
指
定

等
の
解
除
な
ら
び
に
都
道
府
県
敦
育
委
員
会
が
行
な
っ
た
史
跡
名
膀
天
然

記
念
物
の
仮
指
定
の
解
除
お
よ
び
こ
れ
ら
に
直
接
関
連
す
る
指
定
心
の
交

付
等
の
手
続

2

宗
救
法
人
渋
の
規
定
に
よ
る
所
隷
庁
の
福
駁
（
宗
教
法
人
の
規
則
等
の

認
証
、
認
証
の
取
消
、
公
益
裏
業
以
外
の

事
業
の
停
止
命
令
）

3

民
法
の
規
定
に
よ
る
文
化
ま
た
は
宗
教
に
関
す
る
浣
人
（
宗
教
法
人
を

除
く
。
）
に
つ
い
て
の
設
立
の
許
可
、定
款
の
褻
更
の
認
可
、
桑
務
の
腔
督
等

4

文

部
省
設
置
法
の
規
定
に
よ
る
文
化
庁
の
審
諜
会
の
委
員
お
よ
び
附
属

檬
関
の
投
の
任
命

5

そ

の

他

・

文
部
省
殷
慨
法
揺
五
条
第
二
項
に
は
「
文
部
省
は
、
そ
の
樅
限
の
行
使
に
当

っ
て
、
法
律
（
こ
れ
に
益
く
命
令
を
含
む
）
に
閲
段
の
定
が
あ
る
場
合
を
除
い

て
は
、
行
政
上
及
び
氾
営
上
の
監
督
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
」
と
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
は
、
文
化
庁
に
つ
い
て
も
当
然
該
当
す
る
こ
と
で
あ
る
の
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
そ
れ
が
ま
た
多
く
の
楊
合
文
化
行
政
の
特
質
と
言
え
る
。

文
化
庁
に
は
喪
と
し
て
、
文
化
庁
畏
官
が
お
り
（
芸
謬
饂
登
醤
）
、
長
官
を
助

け
、
庁
務
を
茨
湮
す
る
た
め
次
長
が
置
か
れ
て
い
る
。
次
長
は

一
人
で
あ
る

文
部
省
殴
爵
尉
)
°

(
＝
-
＋
二
条

文
化
庁
の
内
部
部
局
と
し
て
は
、
長
官
官
房
、
文
化
部
、
文
化
財
保
設
部
が

置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
琴
遵
蘊
祉
法
第
）。

こ
の
よ
う
に
、
次
長
を
置
き
内
部
部
局
と
し
て
官
房
、
二
部
を
置
い
た
主
た

ー
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る
理
由
は
、
文
化
庁
は
従
来
の
一
内
局
お
よ
び
一
外
局
が
所
掌
し
て
い
た
事
務

を
あ
わ
せ
行
な
う
た
め
、
西
姦
頌
録
が
き
わ
め
て
膨
大
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る。
文
化
部
と
文
化
財
保
護
部
と
に
分
け
た
理
由
は
、
こ
れ
ま
で
の
機
構
を
尊
重

し
、
機
構
改
革
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
う
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

る
が
、
文
化
振
興
の
た
め
の
行
政
と
文
化
財
保
護
行
政
と
が
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
ま

り
の
あ
る
行
政
分
野
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
、
文
化
振
興
の
た
め
の
行
政
が
主

と
し
て
助
長
行
政
で
あ
る
の
に
対
し
、
文
化
財
保
陵
行
政
は
国
民
の
抱
利
義
務

に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
が
多
い
行
政
で
あ
る
な
ど
、
二
つ
の
行
政
の
間
に
は
お
の

ず
と
そ
の
性
格
に
相
違
が
あ
る
等
の
辺
由
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

長
官
官
房
は
、
内
部
管
理
峯
務
を
行
な
う
ほ
か
、
文
化
の
振
興
お
よ
び
文
化

財
の
保
護
を
通
じ
た
文
化
行
政
全
般
に
わ
た
る
基
本
的
施
策
の
調
査
企
画
、
さ

ら
に
、
教
育
、
学
術
に
わ
た
る
国
際
文
化
交
流
の
企
画
等
を
行
な
わ
せ
る
な

ど
、
そ
の
統
合
的
企
画
的
機
能
を
考
え
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

次
長
は
、
前
述
の
よ
う
に
所
掌
恋
諮
の
性
格
内
容
が
異
な
る
文
化
部
お
よ
び

文
化
財
保
護
部
の
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
を
高
い
立
場
か
ら
調
整
し
、
統
合
す
る
た

め
に
必
要
で
あ
り
、
ま
た
長
官
宣
房
の
事
務
を
総
括
す
る
と
い
う
意
味
か
ら
も

必
要
で
あ
る
。

な
お
文
化
庁
の
よ
う
に
、
次
長
、
官
房
、
各
部
か
ら
な
る
各
省
の
外
局
に

は
、
国
税
庁
、
水
産
庁
、
中
小
企
業
庁
が
あ
る
。

さ
て
、
長
官
宣
房
、
文
化
郊
お
よ
び
文
化
財
保
談
部
の
各
課
お
よ
び
附
属
機

関
等
を

一
覧
し
て
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

国
語
審
議
会

著
作
指
測
度
審
議
会

宗
教
法
人
春
議
会

文
化
財
屎
護
審
議
会

（
附
属
機
関
）

国
立
博
物
館
（
東
京

・
京
都
・
奈
良
）

国
立
近
代
美
術
陪
（
京
京

・
京
都
）

国
立
西
洋
美
術
第

国
立
国
語
研
究
所

国
立
文
化
財
研
究
所
（
東
京
・
奈
良
）

日
本
芸
術
院

ー

管

理

諌

文

化

財

保

ー

ニ

昆

麟

談

部

ー

建

造

物

課

一
ー
無
形
文
化
課

一
ー
文
化
財
鑑
査
官

文

部

大

臣

土

！

長

官

ー

次

長

ー

―

一

贔

贔

贔

ー

文

化

部

ー

ー

国

語

課

ー

著

作

権

課

ー

宗

詔

腺

一
ー
庶
務
課

長
官
官
房
—
ー
会
計
課

1
国
際
文
化
課

7
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イ

庶
務
課

文
魯
、
法
規
な
ど
の
内
部
管
翌
暴
帝
の

文
化
庁
全
般
の
人
寧
、
愕
利
厚
生
、
文
化
庁
所
掌
亭
務
の
広
報
、
総
合
顧
整
に

ほ
か
、
基
本
的
施
策
の
調
査
企
画
、

関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

会

計

課

．

文
化
庁
全
般
の
予
算
決
算
な
ど
の
会
計
亭
務
を
行
な
い
、
国
有
財
産
お
よ
び

物
品
の
管
瑳
事
務
を
行
な
う
。

国
際
文
化
課

①
国
内
に
お
け
る
国
際
協
力
に
関
す
る
事
務
を
行
な
い
、
お
よ
び
国
際
的

諸
活
動
に
つ
い
て
遮
絡
闘
益
す
る
こ
と
、
た
と
え
ば
・

ア

A
.
A
諸
国
へ
の
教
育
脇
力
の
た
め
の
専
門
家
の
派
追
と
指
導
者
の

招
致
、
研
修
艮
の
受
入
、

イ

海
外
勤
璧
呈
子
女
教
育
推
進
に
関
す
る
話
茄
策
の
企
画
立
案
お
よ
び

実
施
等

②

諸

外

国
と
の
人
物
交
流
に
閲
し
条
約
そ
の
他
の
国
殴
約
束
に
従
い
国
踪

的
取
り
決
め
を
交
渉
し
、
及
び
締
結
す
る
こ
と
、
た
と
え
ば

ア

文

化

協
定
締
結
国
と
の
人
物
交
流
、

フ
ラ
ン
ス
語
担
当
大
学
教
員
の
フ
ラ
ン
ス
派
遥

（長
官
官
房
）

各
課
の
し
ご
と
の
あ
ら
ま
し

国
立
劇
場

（
特
殊
法
人
）

（
文
化
部
）

ウ
ゞ
；
イ
ツ
文
学
担
当
大
学
教
員
の
ド
イ
ツ
派
追
寺

③
敦
育
、
学
術
お
よ
び
文
化
に
係
る
国
際
文
化
交
流
の
企
固
に
関
す
る
こ

と
、
た
と
え
ば

日
米
文
化
敦
育
合
同
会
訟
に
関
す
る
こ
と

アイウ

ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
サ
ー
ど
ス
奨
学
生
の
派
造
亭
窃

ハ
ワ
イ
京
西
ぎ
ン
タ
ー
に
お
け
る
研
修
の
た
め
の
中
等
学
絞
教
員
等

の
派
造
硲
務

等
の
宮
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

文
化
釜
及
諜

文
化
（
文
化
財
保
餃
法
に
浅
定
す
る
文
化
財
に
係
る
察
項
を
除
く
。
）
の
振
興

に
関
し
、
企
臣
し
、
迎
絡
叫
認
を
行
な
う
こ
と
。
名
作
美
術
展
や
宵
少
年
芸
術

創
場
の
地
方
巡
回
な
ど
芸
術
文
化
の
着
及
に
関
し
、
企
ば
し

．．
 
及
び
扱
助
と
助

言
を
与
え
る
こ
と
。
翌
坦
、
茶
追
な
ど
の
生
活
文
化
や
国
民
娯
楽
の
向
上
を
図

る
こ
と
。
訓
遵
音
楽
棠
、
美
術
館
そ
の
他
の
文
化
施
設
に
対
し
て
扱
助
指
等

を
行
な
う
こ
と
、
な
ど
の
睾
涵
を
つ
か
さ
ど
る
ほ
か
因
立
近
代
美
術
館
（
東

京

・
京
忠
）
及
び
臣
立
届
洋
美
術
餡
に
閃
す
る
喜
製
ャ
文
化
に
関
す
る
団
体
と

の
追
絡
を
行
な
い
、
ま
た
こ
の
ほ
か
文
化
部
の
所
砂
忠
字
窃
の
辿
整
記
蓋
に
関
す

る
家
粉
を
行
な
う
。

芸
術
際

文
学
、
音
楽
、
美
裔
、
浪
劇
、
雰
踊
そ
の
他
の
芸
術
に
つ
い
て
資
料
の
収
集

や
提
供
、
展
示
会
の
開
僅
な
ど
芸
術
の
向
上
に
関
し
援
助
と
助
言
を
与
え
ゑ
―
守

の
事
器
を
行
な
う
。
芸
術
祭
の
企
画
実
施
は
こ
の
諒
の
大
き
な
仕
家
で
あ
る
。
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管
理
課

文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
に
関
し
、
企
画
し
及
び
遮
絡
す
る
こ
と
、
文
化
財

保
存
事
業
へ
の
助
成
に
関
す
る
こ
と
、
文
化
財
保
談
に
関
す
る
疑
料
の
収
集
、作

成
文
化
財
に
関
す
る
展
示
会
、
腑
習
会
そ
の
他
の
催
し
の
主
催
又
は
参
加
、

（
文
化
財
保
護
部
）

日
本
芸
術
院
に
関
す
る
事
務
を
行
な
う
と
と
も
に
、
芸
術
関
係
の
諸
団
体
と
の

連
絡
に
あ
た
り
、
芸
術
関
係
団
体
へ
の
補
助
事
務
を
行
な
う
。

国
語
課

国
語
の
改
良
に
つ
い
て
調
査
し
、
企
画
し
、
政
府
機
関
、
教
育
機
関
等
に
対

し
、
そ
の
普
及
を
図
る
。
ロ

ー
マ
字
に
関
す
る
調
査
研
究
、
公
用
文
の
改
善
、

外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育
の
実
施
に
つ

い
て
専
門
的
、
技
術
的
な
見
地
か

ら
の
拶
助
や
助
言
を
行
な
う
。
文
部
省
出
版
物
の
用
語
及
び
用
語
法
の
審
査
を

行
な
う
。
国
立
国
語
研
究
所
お
よ
び
国
語
審
諾
会
に
関
す
る
亭
務
を
行
な
う
。

•
著
作
梅
課

・

著
作
権
法
そ
の
他
著
作
施
に
関
す
る
条
約
や
法
令
に
関
す
る
事
務
を
処
涅
す

る
ほ
か
、
内
外
の
著
作
権
に
関
す
る
調
査
、
姿
料
収
集
、
提
供
を
行
な
う
。
著

作
施
制
度
春
議
会
に
関
す
る
慕
務
を
行
な
う
。

宗
務
課

．
宗
教
法
人
の
規
則
等
の
認
証
そ
の
他
宗
教
法
人
法
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す

る
こ
と
、
宗
教
に
関
す
る
情
報
資
料
の
収
集
及
び
提
供
を
行
な
う
こ
と
、
宗
教

団
体
と
の
連
絡
に
閥
す
る
こ
と
、
宗
教
法
人
審
議
会
に
関
す
る
こ
と
等
の
亭
務

を
つ
か
さ
ど
る
。

な
ど
の
事
務
を
行
な
う
ほ
か
●
文
化
財
保
護
審
議
会
に
関
す
る
こ
と
、
国
立
博

物
館
（
東
京
二
屈
都

・
奈
良
）
、国
立
文
化
財
研
究
所
（
東
京
・
奈
良
）
に
関
す

る
こ
と
、
文
化
財
保
賤
部
の
所
掌
事
務
に
関
し
、
遮
絡
調
整
す
る
事
務
を
つ
か

さ
ど
る
。
記
念
物
謀

重
要
民
俗
査
料
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
お
よ
び
特
別
史
跡
名
膀
天
然
記
念

物
の
指
定
な
ら
び
に
そ
の
解
除
に
院
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
を
管
珪
す
べ
き
地
方

公
共
団
体
そ
の
他
の
法
人
の
指
定
及
び
解
除
に
関
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
こ
れ

ら
の
管
涅
、
修
理
及
び
復
旧
に
関
す
る
こ
と
や
そ
の
保
襲
の
た
め
の
規
制
に
関

す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
調
査
、
保
存
、
活
用
に
関
す
る
亭
務
、
埋
蔵
文
化
財
の

保
護
に
関
す
る
事
務
を
行
な
っ
て
、
宮
跡
、
城
跡
、
貝
稼
、
古
填
な
ど
、
わ
が

国
の
歴
史
や
文
化
の
発
展
を
知
る
う
え
に
羹
重
な
史
跡
、
日
本
の
美
し
い
国
土

を
代
表
す
る
名
勝
地
、
ト
キ
、

n
ウ
ノ
ト
リ
、
天
然
林
な
ど
学
術
上
価
値
の
高

い
天
然
記
念
物
の
保
膜
に
あ
た
っ
て
い
る
。

美
術
工
芸
課

わ
が
国
古
来
の
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
品
、
書
跡
な
ど
の
美
術
工
芸
品
を
調
査

し
、
国
宝
又
は
重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
し
あ
る
い
は
解
除
し
、
そ
の
所
有
者

ま
た
は
管
理
者
に
対
し
美
術
工
芸
品
で
あ
る
重
要
文
化
財
に
つ
い
て
管
理
、
活

用
の
指
導
助
言
を
行
な
う
と
と
も
に
そ
の
修
珪
に
関
す
る
こ
と
や
そ
の
他
保

存
、
活
用
に
関
す
る
専
器
を
行
な
う
。

建
造
物
課

社
寺
、
城
郭
、
書
院
な
ど
日
本
古
来
の
建
築
の
ほ
か
、
庶
民
の
住
宅
や
さ
ら

に
は
西
欧
の
技
術
に
よ
る
洋
風
建
築
な
ど
で
価
値
の
高
い
建
造
物
を
調
査
し
、

こ
れ
を
国
宝
又
は
重
要
文
化
賂
と
し
て
指
定
し
、
あ
る
い
は
そ
の
解
除
に
関
す
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文
化
庁
は
そ
の
発
足
に
あ
た
り
、
当
面
の
重
点
施
策
と
し
て
次
の
事
項
を
と

り
あ
げ
て
い
る
。

一

芸

術
文
化
の
振
興
と
普
及

芸
術
祭
の
刷
新
充
実

芸
術
関
係
団
体
の
活
動
に
対
す
る
助
成
強
化

青
少
年
に
対
し
す
ぐ
れ
た
芸
術
の
鑑
賞
機
会
を
与
え
る
こ
と

新
人
の
発
見
と
育
成
．

54
 
3
 
2
 
ー

文
化
庁
の
当
面
の
重
点
施
策

る
事
務
を
行
な
う
ほ
か
、
こ
れ
ら
建
造
物
で
あ
る
重
要
文
化
財
の
管
理
、
保
存

の
た
め
の
修
現
、
防
災
施
設
、
あ
る
い
は
公
開
そ
の
他
活
用
に
つ
い
で
、
指

導
、
援
助
、
助
言
を
行
な
う
。

無
形
文
化
課

昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
芸
能
、
工
芸
技
術
等
の
伝
統
的
な
わ
ざ
で
、
芸
術

上
特
に
価
値
の
高
い
無
形
文
化
財
に
つ
い
て
、
重
要
無
形
文
化
財
と
し
て
の
指

定
あ
る
い
は
解
除
、
重
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者
の
認
定
あ
る
い
は
解
除
に
関

す
る
事
務
を
行
な
う
ほ
か
、
伝
承
者
の
養
成
や
記
録
の
作
成
、
公
開
な
ど
を
行

な
い
、
そ
の
保
存
と
活
用
に
関
す
る
事
務
を
行
な
う
。

な
お
特
殊
法
人
国
立
劇
場
に
関
す
る
亭
務
で
、
文
化
庁
の
所
掌
に
属
す
る
も

の
を
処
理
し
て
い
る
。

文
化
財
鑑
査
官

文
化
財
保
護
部
の
所
掌
事
務
の
う
ち
文
化
財
に
関
す
る
専
門
的
、
技
術
的
な

重
要
事
項
に
係
る
も
の
を
総
括
整
理
す
る
。

と

六

史

跡
埋
蔵
文
化
財
対
策
の
強
化

1

国
土
開
発
亭
業
の
急
激
な
進
行
に
対
処
し
、
＇
史
跡
、
埋
蔵
文
化
財
の
緊

急
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
史
跡
に
つ
い
て
、
土
地
の
買
上
げ
、
環

境
整
備
に
努
め
る
こ
と

2

史
跡
、
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
つ
い
て
の
国
の
発
掘
闘
査
体
制
の
強
化

3

特
に
平
城
、
藤
原
．
飛
鳥
等
の
宮
跡
の
保
存
整
儲
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
る
こ
と

国
宝
、
重
要
文
化
財
等
の
保
談
の
充
実

国
宝
、
重
要
文
化
財
の
修
理
、
防
災
の
強
化

重
要
無
形
文
化
財
の
伝
承
者
や
修
理
技
術
の
後
継
者
の
養
成

天
然
記
念
物
、
特
に
原
始
林
、
動
植
物
の
保
護
の
強
力
な
推
進

七 五 四
3
 
2
 
ー

地
方
芸
術
文
化
の
振
興

1

地
方
の
芸
術
文
化
活
動
の
振
興

2

地
方
に
お
け
る
文
化
誌
設
の
整
侮
促
進

3

地
方
の
人
々
に
対
し
中
央
の
す
ぐ
れ
た
芸
術
を
鑑
裳
で
き
る
機
会
を
与

え
る
こ
と

．

著
作
梱
制
度
の
改
正

著
作
権
法
案
の
早
期
成
立
を
期
す
る
こ
と

国
際
文
化
交
流
の
活
発
化

1

芸
術
文
化
の
国
際
交
流
、
芸
術
家
、
文
化
人
等
の
国
際
交
流
の
促
進

2

外
固
人
に
対
す
る
日
本
詔
数
育
の
充
実

国
語
施
策
の
改
善

回
語
春
議
会
の
寄
議
の
方
向
に
そ
っ
て
国
語
施
策
の
改
善
を
期
す
る
こ
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九八
お
わ
り
に
1

文
化
庁
の
課
頸

明
治
関
係
文
化
財
の
指
定
の
促
進

国
立
文
化
施
設
の
整
備
等

国
立
の
博
物
館
、
美
術
餡
、
劇
楊
等
を
蓋
備
充
実
す
る
と
と
も
に
、
公

私
立
の
文
化
施
設
と
の
有
機
的
遮
携
を
は
か
る
こ
と

ィ
ル
ム
・
セ
ン
ク
ー
の
設
置
に
努
力
す
る
こ
と

な
お
、
フ

以
上
い
か
な
る
経
過
と
い
か
な
る
趣
旨
で
文
化
庁
が
生
ま
れ
た
か
、
そ
の
任

務
、
権
限
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、
そ
の
姐
織
や
仕
寡
の
あ
ら
ま
し
は

ど
う
か
を
、
き
わ
め
て
簡
単
に
紹
介
し
て
来
た
。

現
在
、
文
化
庁
の
約
八
百
名
の
浅
員
は
、
そ
の
与
え
ら
れ
た
職
責
に
応
じ
、

文
化
庁
設
慨
の
趣
旨
を
実
現
す
べ
く
努
力
し
て
い
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
昭
和
二
十
五
年
以
来
行
政
委
屈
会
の
も
と
に
所
掌
さ
れ
て
来
た
文

化
財
保
談
行
政
と
文
部
省
の
内
局
で
所
掌
さ
れ
て
来
た
芸
術
文
化
行
政
と
で
は

人
事
の
扱
い
に
お
い
て
、
予
算
の
た
て
方
に
お
い
て
、
附
属
様
関
の
指
導
の
仕

方
に
お
い
て
、
福
々
の
点
で
徽
妙
な
相
違
が
あ
る
。
こ
の
相
違
点
を
新
し
い
文

化
行
政
の
体
制
の
中
に
止
揚
さ
せ
て
、
所
期
し
た
よ
う
な
一
元
的
効
果
的
な
文

化
行
政
を
確
立
し
徳
る
か
ど
う
か
が
、
創
敗
期
に
あ
る
文
化
庁
当
面
の
課
題
で

あ
る次
に
、
本
誌
の
「
文
化
庁
へ
の
閑
待
一
な
る
座
淡
会
に
お
い
て
の
参
叩
者
の

発
言
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
抵
間
の
文
化
庁
へ
っ
鳳

喜
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
、
芸
術
文
化
忍

‘図
（
と
伝
店
文
化
吋
の
見

・[
/ビ

や
っ

て
い
．．
 
i
ば
よ
い
と

い
う
こ
と
だ
け
で
は
穴
＜
、
こ
の
工
業
化、

和
市
化
、
大
衆
化
の
す
す
む
祉
会

... :... 

に
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
文
化
的
な
生
活
を
人
び
と
が
つ
く
り
あ
げ
て
行
っ
た

ら
よ
い
の
か
、
文
化
庁
は
都
市
生
活
の
あ
り
方
に
対
し
て
発
言
し
な
い
の
か
と

い
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
都
市
化
の
反
面
、
失
わ
れ
て
行
く
自
然
美
の
保
護
に

対
し
て
も
っ
と
積
梱
的
な
役
割
を
演
じ
な
い
の
か
と
い
う
声
が
あ
る
。
ま
た
、

饂
光
の
振
興
の
名
の
も
と
に
、
史
跡
、
名
勝
、
天
然
記
念
物
等
が
損
わ
れ
て
ゆ

く
こ
と
に
対
し
、
文
化
庁
は
、
楓
光
を
文
化
的
意
義
か
ら
改
善
し
て
ゆ
く
よ
う

な
方
策
を
講
じ
な
い
か
と
の
意
見
も
あ
る
。
そ
の
他
、
今
日
わ
れ
わ
れ
の
生
活

に
深
く
浸
透
し
て
い
る
マ
ス

n
ミ
に
対
し
、
文
化
庁
は
そ
の
協
力
を
得
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
方
策
を
も
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
期
待
を
こ
め
た
質
問
も
あ

る。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
社
会
の
文
化
庁
に
対
す
る
期
待
は
単
に
こ
れ
ま
で
の
文
化

亮
と
文
化
財
保
譲
部
の
行
政
を
機
械
的
に
た
し
算
し
た
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い

な
い
。
こ
の
社
会
の
人
び
と
の
文
化
庁
に
対
す
る
過
大
と
も
思
わ
れ
る
期
待

を
、
文
化
庁
と
し
て
は
あ
り
が
た
く
感
じ
と
っ
て
、
わ
が
国
の
文
化
振
興
の
上

に
文
化
庁
の
果
た
す
役
幻
を
い
っ
そ
う
は
っ
き
り
力
強
い
も
の
に
し
て
ゆ
く
よ

う
に
努
力
す
る
こ
と
が
、
文
化
庁
の
将
来
の
課
題
と
い
え
よ
う
。

（
文
化
庁
長
官
官
房
庶
務
課
長
）
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